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呉
訥
の
序
文
の
次
に
、『
棠
陰
比
事
』
の
桂
万
栄
の
「
後
序
」
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
四
部
叢
刊
本
『
棠
陰
比
事
』
の
「
後
序
」、
及
び
四
明
叢

書
本
『
棠
陰
比
事
』
の
「
識
」
と
照
合
し
、
訂
正
し
た
上
で
和
訳
、
訓
読

し
た
。

【和
訳
】

端
平
元
年
(一
二
三
四
）
七
月
乙
卯
(十
八
日
）、
私
、
桂
万
栄
は
、

尚
右
郎
(吏
部
郎
官
の
一
つ
。
尚
書
右
選
(武
官
の
人
事
）
を
主
管
す

る
。）
の
立
場
で
、
皇
帝
陛
下
(理
宗
）
の
御
恩
を

り
、
陛
下
に
御
対

面
し
て
意
見
を
申
し
上
げ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
心

の
正
し
さ
を
守
っ
て
、
政
治
の
源
を
謹
む
べ
き
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

次
に
、
諸
官
吏
の
貪
欲
を
懲
ら
し
て
、
国
家
の
根
本
を
固
め
る
べ
き
こ
と

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
天
子
の
威
厳
が
顔
前
に
あ
り
(原
文
。
天
威
咫
尺
。
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『
左
伝
』
僖
公
九
年
夏
条
に
「
天
威
、
顔
に
違
わ
ざ
る
こ
と
咫
尺
。」
と

あ
る
。「
咫
」
は
八
寸
。）、
し
き
り
に
御
褒
め
の
言
葉
を
か
け
て
下
さ
い

ま
し
た
。
や
が
て
御
言
葉
が
次
の
よ
う
に
発
せ
ら
れ
ま
し
た
(原
文
。
玉

音
巽巽
発
。「
巽巽
」
は
風
。
天
子
の
み
こ
と
の
り
を
風
に
た
と
え
る
。）。「
朕

は
以
前
、
卿
が
編
集
し
た
『
棠
陰
比
事
』
を
見
て
、
卿
が
訟
え
を
聴
い
て

判
決
を
下
す
に
当
た
っ
て
、
十
分
に
審
理
す
る
（
原
文
。
審
克
。『
尚
書
』

呂
刑
に
出
て
く
る
語
。）
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。」
私
、
万

栄
は
た
だ
ち
に
恭
し
く
申
し
上
げ
ま
し
た
。「
臣
は
先
年
、
建
康
府
の
右

司
理
参
軍
の
ポ
ス
ト
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
ポ
ス
ト
が
空
く
の
を
日
々
久
し

く
待
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
暇
を
利
用
し
て
『
棠
陰
比
事
』
を
編
集
し

て
、
人
々
が
見
聞
を
広
げ
る
助
け
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
あ
に
料
ら
ん

や
、
天
子
様
が
そ
の
視
野
を
お
広
げ
に
な
り
(原
文
。
天
侈
其
逢
）、

誤
っ
て
御
覧
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
と
は
(原
文
。
誤
関
乙
覧
。「
乙
覧
」

は
「
乙
夜
覧
」
で
、
天
子
の
就
寝
前
の
読
書
。）。
そ
れ
で
は
臣
が
御
殿
を

降
り
て
拝
謝
い
た
し
ま
す
の
を
お
許
し
下
さ
い
。」

宮
門
を
出
ま
す
と
、
そ
の
『
棠
陰
比
事
』
を
ぜ
ひ
欲
し
い
、
と
言
う
人

が
待
ち
か
ま
え
て
い
ま
し
た
。『
棠
陰
比
事
』
は
、
遠
く
星
江
(南
康
軍

の
雅
称
。
南
康
軍
は
現
在
の
江
西
省
星
子
県
。）
で
出
版
し
た
の
で
、
取

り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、『
棠
陰
比
事
』
を
再

版
し
て
流
布
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
上
は
生
命
を
愛
す
る
聖
主
の
徳

を
広
く
知
ら
せ
、
下
は
罪
人
を
あ
わ
れ
む
裁
判
官
の
心
を
助
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

十
月
既
望
(十
六
日
）、
朝
散
大
夫
(従
五
品
下
）
で
、
新
た
に
直
宝

章
閣
(宝
章
閣
は
寧
宗
の
御
製
を
収
蔵
す
る
書
庫
。）・
知
常
徳
府
(常
徳

府
は
荊
湖
北
路
に
属
す
る
。
現
在
の
湖
南
省
常
徳
市
。）
に
任
じ
ら
れ
ま

し
た
桂
万
栄
が
謹
ん
で
記
し
ま
し
た
。

【原
文
】

後
序
(四
明
叢
書
本
『
棠
陰
比
事
』
は
「
識
」
と
題
す
る
。）

端
平
改
元
七
月
乙
卯
、
万
栄
、
以
尚
右
(「
右
」
は
も
と
「
書
」
に
作
る
。

四
明
叢
書
本
・
四
部
叢
刊
本
『
棠
陰
比
事
』
に
従
っ
て
改
め
た
。）
郎
、

恩
陛
対
。
首
奏
守
一
心
之
正
、
以
謹
治
原
。
次
奏
懲
群
吏
之
貪
、
以

固
邦
本
。
天
威
咫
尺
、
洊
賜
褒
嘉
。
既
而
玉
音
巽巽
発
、
謂
、
朕
嘗
見
卿
所

編
棠
陰
比
事
、
知
卿
聴
訟
決
能
審
克
。
万
栄
即
恭
奏
、
臣
昨
調
建
康
司
理

右

、
待
次
日
久
。
因
編
此
、
以
資
聞
見
。
豈
料
、
天
侈
(「
侈
」
は
も

と
「
儀
」
に
作
る
。
四
明
叢
書
本
・
四
部
叢
刊
本
に
従
っ
て
改
め
た
。）

其
逢
、
誤
(「
誤
」
は
も
と
「
朕
」
に
作
る
。
四
明
・
四
部
両
本
に
従
っ

て
改
め
た
。）
関
乙
(「
乙
」
は
も
と
「
一
」
に
作
る
。
四
明
・
四
部
両
本
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に
従
っ
て
改
め
た
。）
覧
。
容
臣
下
殿
(「
殿
」
は
も
と
「
朕
」
に
作
る
。

四
明
・
四
部
両
本
に
従
っ
て
改
め
た
。）
躬
謝
。
暨
出
禁
門
、
便
有
力
求

此
本
者
。
鋟
梓
星
江
、
遠
莫
之
致
。
是
用
重
刊
流
布
。
庶
可
上
広
聖
主
好

生
之
徳
、
下
裨
涖
官
哀
矜
之
意
。
十
月
既
望
、
朝
散
大
夫
・
新
除
直
宝
章

閣
・
知
常
徳
府
、
桂
万
栄
、
謹
識
。

【訓
読
】

後
序

端
平
改
元
七
月
乙
卯
、
万
栄
、
尚
右
郎
を
以
て
、
恩
を

り
陛
対
す
。

首は
じ
めに
、
一
心
の
正
を
守
り
、
以
て
治
原
を
謹
む
を
奏
し
、
次
に
、
群
吏
の

貪
を
懲
ら
し
、
以
て
邦
本
を
固
む
る
を
奏
す
。
天
威
咫
尺
、
洊し

き

り
に
褒
嘉

を
賜
う
。
既
に
し
て
玉
音
巽巽
発
す
。
謂
う
、
朕
、
嘗
て
卿
、
編
む
と
こ
ろ

の
棠
陰
比
事
を
見
て
、
卿
、
訟
を
聴
き
決
す
る
に
能
く
審
克
す
る
を
知
る
、

と
。
万
栄
即
ち
恭
奏
す
。
臣
、
昨
ご
ろ
建
康
司
理
右

に
調
せ
ら
れ
、

次
を
待
つ
こ
と
日
、
久
し
。
因
り
て
此
れ
を
編
み
、
以
て
聞
見
を
資た

す

く
。

豈
に
料
ら
ん
や
、
天
、
其
の
逢
を
侈ひ

ろ

げ
、
誤
っ
て
乙
覧
に
関あ

ず
かる
と
は
。
臣
、

殿
を
下
り
て
躬
謝
す
る
を
容ゆ

る

さ
れ
よ
。
と
。
禁
門
を
出
づ
る
に
暨お

よ

び
、
便

ち
力つ

と

め
て
此
の
本
を
求
む
る
者
有
り
。
星
江
に
鋟
梓
し
、
遠
く
之
れ
を
致

す
莫
し
。
是
を
用
て
重
刊
、
流
布
す
。
上
は
聖
主
、
生
を
好
む
の
徳
を
広

め
、
下
は
官
に
涖の

ぞ

み
哀
矜
す
る
の
意
を
裨た

す

く
可
き
こ
と
を
庶

こ
い
ね
がう
。
十
月
既

望
、
朝
散
大
夫
・
新
除
直
宝
章
閣
・
知
常
徳
府
、
桂
万
栄
、
謹
ん
で
識し

る

す
。

「
恩
を

り
陛
対
す
。」
と
あ
る
。「
陛
対
」
の
「
対
」
は
、
御
殿
に

上
っ
て
皇
帝
の
面
前
で
意
見
を
申
奏
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
対
」
に
つ
い

て
は
、
平
田
茂
樹
「
宋
代
政
治
構
造
試
論
―
―
対
と
議
を
手
掛
り
に
し
て

―
―
」
(『
東
洋
史
研
究
』
第
五
十
二
巻
第
四
号
掲
載
、
平
成
六
年
）
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。

「
星
江
に
鋟
梓
す
。」
と
あ
る
。「
星
江
」
は
江
南
東
路
南
康
軍
(軍
は

州
と
同
格
の
行
政
単
位
。）
を
指
す
。
光
緒
二
十
五
年
刊
『
慈
谿
県
志
』

(中
国
方
志
叢
書
所
収
）
巻
二
十
五
、
列
伝
、
桂
万
栄
の
項
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
『
嘉
靖
寧
波
府
志
』
に
拠
れ
ば
、
桂
万
栄
は
、
嘉
定
九
年
(一
二

一
六
）
よ
り
後
に
、
南
康
軍
の
知
事
に
任
じ
ら
れ
た
。
そ
の
在
任
中
に
南

康
軍
で
『
棠
陰
比
事
』
を
出
版
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
四
明
叢
書
本
『
棠
陰

比
事
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
嘉
定
六
年
(一
二
一
三
）
の
知
建
康
府
劉

隷
の
「
棠
陰
比
事
序
」
に
、「
亟す

み

や
か
に
命
じ
て
鋟
木
し
、
用
て
其
の
伝

を
広
め
し
む
。」
と
あ
り
、『
景
定
建
康
志
』
巻
三
十
三
、
文
籍
志
、
書
版

に
「
棠
陰
比
事
五
十
六
版
」
と
あ
る
か
ら
、『
棠
陰
比
事
』
が
嘉
定
六
年

頃
に
建
康
府
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
南
康
軍
で
の
出
版
は
、

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
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の
訳
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二
度
目
の
出
版
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四

呉
訥
の
按
語

『
棠
陰
比
事
』
の
「
後
序
」
の
後
に
呉
訥
の
按
語
が
二
つ
附
さ
れ
て
い

る
。
一
つ
め
は
桂
万
栄
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
二
つ
め
は
桂
万
栄
及

び
そ
の
子
孫
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
一
つ
め
の
按
語
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

【和
訳
】

考
え
ま
す
に
、
桂
氏
の
前
序
に
「
重
光
協
洽
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す

(第
二
節
の
附
を
参
照
。）。
こ
れ
は
辛
未
の
歳
で
す
。
す
な
わ
ち
宋
の
寧

宗
の
嘉
定
四
年
(一
二
一
一
）
で
す
。
後
序
に
「
端
平
改
元
」
と
記
さ
れ

て
い
る
の
は
、
理
宗
の
甲
午
の
歳
(一
二
三
四
）
で
す
。
二
つ
の
序
文
が

書
か
れ
た
年
は
二
十
四
年
離
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
桂
万
栄
は
、
初
め

て
県
尉
に
任
官
し
て
か
ら
三
十
年
を
経
て
、
常
徳
府
の
知
事
に
任
じ
ら
れ

た
の
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
史
書
に
伝
記
が
無
く
、
彼
の
経
歴
の
始
め

か
ら
終
わ
り
ま
で
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
、
以
上

の
こ
と
を
記
し
て
、
桂
万
栄
に
つ
い
て
の
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
人
を

待
ち
ま
す
。

【原
文
】

按
、
桂
氏
前
序
、
題
曰
重
光
協
洽
。
是
辛
未
之
歳
、
乃
宋
寧
宗
嘉
定
四

年
也
。
後
序
題
曰
端
平
改
元
、
則
理
宗
甲
午
歳
也
。
両
序
相
去
二
十
有
四

載
。
蓋
、
万
栄
、
自
釈
褐
筮
仕
県
尉
、

歴
三
十
年
、
乃
知
是
郡
。
惜

乎
、
史
冊
無
伝
、
莫
能
考
其
履
歴
之
終
始
也
。
姑
書
以
俟
知
者
。

【訓
読
】

按
ず
る
に
、
桂
氏
の
前
序
に
題し

る

し
て
重
光
協
洽
と
曰
う
。
是
れ
辛
未
の

歳
、
乃
ち
宋
の
寧
宗
の
嘉
定
四
年
な
り
。
後
序
に
題
し
て
端
平
改
元
と
曰

う
は
、
則
ち
理
宗
の
甲
午
の
歳
な
り
。
両
序
相
い
去
る
こ
と
二
十
有
四
載
。

蓋
し
万
栄
、
褐
を
釈
き
、
県
尉
に
筮
仕
す
る
よ
り
、

歴
三
十
年
、
乃

ち
是
の
郡
に
知
た
り
。
惜
し
い
か
な
、
史
冊
に
伝
無
く
、
能
く
其
の
履
歴

の
終
始
を
考
う
る
莫
き
な
り
。
姑し

ば
らく
書
し
て
、
以
て
知
る
者
を
俟
つ
。

二
つ
め
の
按
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【和
訳
】

私
、
呉
訥
は
、
往
年
、『
宋
史
』
に
桂
万
栄
の
伝
が
無
い
の
で
、
彼
の

履
歴
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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近
ご
ろ
、
翰
林
院
学
士
の
王
景
彰
の
文
集
を
読
ん
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
桂
万
栄
は
常
徳
府
の
知
事
で
終
わ
り
ま
し
た
。
子
が

あ
り
、
宋
朝
に
仕
え
て
宣
議
郎
(従
八
品
）
と
な
り
ま
し
た
。
宣
議
は
、

知
富
陽
県
(富
陽
県
は
現
在
の
浙
江
省
富
陽
県
。）
の
康
老
を
生
み
、
知

県
は
、
贈
運
使
の
俊
卿
を
生
み
、
運
使
は
、
贈
参
政
の
与
紹
を
生
み
、
参

政
は
、
皇
明
の
晋
王
府
(原
文
。
晋
邸
。
晋
王
は
明
の
太
祖
の
第
三
子
、

朱
棡
。）
の
長
史
(王
の
過
失
を
正
す
こ
と
を
掌
る
。）、
徳
称
、
字
は
彦

良
を
生
み
ま
し
た
。
長
史
は
二
子
を
生
み
ま
し
た
。
慎
と
全
で
す
。
慎
は

仕
官
し
て
中
書
舎
人
(詔
勅
を
書
写
す
る
こ
と
を
掌
る
。）
に
至
っ
て
終

わ
り
ま
し
た
。

近
年
、
桂
万
栄
の
子
孫
で
あ
る
桂
怡
が
、
万
栄
以
来
、
再
び
、
私
の
嫡

孫
の
淳
と
同
時
に
、
進
士
に
及
第
し
、
淳
と
同
じ
日
に
監
察
御
史
(原
文
。

六
察
）
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
公
正
な
裁
判
を
行
う
助
け
と
す
る
た
め
に

『
棠
陰
比
事
』
を
編
集
出
版
し
た
、
と
い
う
善
行
を
積
ん
だ
こ
と
が
子
孫

に
も
た
ら
す
恵
み
は
、
量
り
知
れ
な
い
の
で
す
。
私
は
、
八
十
歳
の
老
い

ぼ
れ
(原
文
。
耄
荒
。
耄
は
八
十
歳
。）
の
残
り
時
間
に
、
謹
ん
で
以
上

の
こ
と
を
こ
の
『
祥
刑
要
覧
』
の
巻
末
に
記
し
ま
し
た
。
裁
判
を
つ
か
さ

ど
る
人
が
こ
れ
を
見
れ
ば
、
励
ま
さ
れ
た
り
、
反
省
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
景
泰
辛
未
の
年
(二
年
。
一
四
五
一
）
の
夏
、

海
虞
(蘇
州
府
常
熟
県
の
古
称
。）
の
大
耄
翁
が
記
し
ま
し
た
。

【原
文
】

訥
、
曩
歳
、
以
宋
史
缺
万
栄
伝
、
莫
能
考
其
履
歴
終
始
。
近
読
王
学
士

景
彰
集
、
乃
知
万
栄
終
于
知
常
徳
郡
。
有
子
、
仕
宋
、
為
宣
議
郎
。
宣
議

生
知
富
陽
県
康
老
。
知
県
生
贈
運
使
俊
卿
。
運
使
生
贈
参
政
与
紹
。
参
政

生
皇
明
晋
邸
長
史
徳
称
、
字
彦
良
。
長
史
生
二
子
。
慎
、
全
。
慎
仕
至
中

書
舎
人
以
終
。
近
歳
、
万
栄
裔
孫
怡
、
復
与
予
嫡
孫
(も
と
「
孫
」
な
し
。

東
洋
文
庫
所
蔵
『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
に
従
っ
て
補
っ
た
。）
淳
同
登
進
士

第
、
同
日
拝
官
六
察
。
積
慶
之
沢
、
未
易
量
也
。
予
也
耄
荒
之
餘
、
謹
備

書
此
巻
末
。
庶
幾
、
典
祥
刑
者
観
之
、
其
亦
有
所
勧
也
夫
、
其
亦
有
所
儆

也
夫
。
景
泰
辛
未
夏
、
海
虞
大
耄
翁
(「
大
耄
翁
」
を
『
重
刊
祥
刑
要
覧
』

は
「
大
耋
思
菴
呉
訥
」
に
作
る
。）
識
。

【訓
読
】

訥
、
曩
歳
、
宋
史
、
万
栄
の
伝
を
缺
く
を
以
て
、
能
く
其
の
履
歴
の
終

始
を
考
う
る
莫
し
。
近
ご
ろ
、
王
学
士
景
彰
の
集
を
読
み
、
乃
ち
、
万
栄
、

知
常
徳
郡
に
終
わ
る
を
知
る
。
子
有
り
、
宋
に
仕
え
宣
議
郎
と
為
る
。
宣

議
、
知
富
陽
県
の
康
老
を
生
む
。
知
県
、
贈
運
使
の
俊
卿
を
生
む
。
運
使
、

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
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贈
参
政
の
与
紹
を
生
む
。
参
政
、
皇
明
晋
邸
の
長
史
、
徳
称
、
字
は
彦
良

を
生
む
。
長
史
、
二
子
を
生
む
。
慎
、
全
。
慎
は
仕
え
て
中
書
舎
人
に
至

り
以
て
終
う
。
近
歳
、
万
栄
の
裔
孫
の
怡
、
復
た
、
予
の
嫡
孫
の
淳
と
同

じ
く
進
士
第
に
登
り
、
同
日
に
六
察
に
拝
官
せ
ら
る
。
積
慶
の
沢
、
未
だ

量
り
易
か
ら
ざ
る
な
り
。
予
や
、
耄
荒
の
餘
、
謹
ん
で
備つ

ぶ

さ
に
此
の
巻
末

に
書
す
。
庶
幾
す
、
祥
刑
を
典

つ
か
さ
どる
者
こ
れ
を
観
ば
、
其
れ
亦
た
勧
む
る
と

こ
ろ
有
る
か
、
其
れ
亦
た
儆い

ま
しむ
る
と
こ
ろ
有
る
か
。
景
泰
辛
未
夏
、
海
虞

の
大
耄
翁
識し

る

す
。

「
近
ご
ろ
王
学
士
景
彰
の
集
を
読
む
。」
と
あ
る
。
王
景
彰
は
、
名
は

景
、
景
彰
は
字
で
あ
る
。
浙
江
省
処
州
府
松
陽
県
の
人
。
元
の
至
元
二
年

(一
三
三
六
）
に
生
ま
れ
、
明
の
永
楽
六
年
(一
四
〇
八
）
に
歿
し
た
。

明
の
太
祖
の
洪
武
年
間
に
山
西
布
政
使
司
右
参
政
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
誣

告
さ
れ
、
雲
南
に
流
さ
れ
た
。
建
文
年
間
に
翰
林
侍
講
を
授
け
ら
れ
、
成

祖
が
即
位
す
る
と
翰
林
院
学
士
に
抜
擢
さ
れ
た
。
成
祖
が
、
建
文
帝
を
葬

る
礼
を
問
う
と
、
景
彰
は
、
天
子
の
礼
を
用
い
る
べ
き
で
す
、
と
答
え
、

成
祖
は
そ
の
意
見
に
従
っ
た
。『
明
史
』
巻
一
五
二
に
伝
が
あ
る
。『
明
名

臣
琬
琰
録
』
巻
十
三
、
翰
林
院
学
士
王
公
景
彰
墓
碑
銘
に
、「
其
の
文
章

は
当
世
の
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
と
為
る
。
翰
林
に
在
り
て
は
玉
堂
稿
を
為つ

く

る
。

中
(雲
南
を
指
す
。）
に
在
り
て
は
南
詔
稿
有
り
。
家
に
蔵
す
。」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
王
景
彰
の
文
集
は
、
ど
の
叢
書
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
未
見
で
あ
る
。
現
存
す
る
の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

桂
万
栄
の
子
孫
の
名
が
、「
知
富
陽
県
康
老
」「
贈
運
使
俊
卿
」「
贈
参

政
与
紹
」「
皇
明
晋
邸
長
史
徳
称
、
字
彦
良
」「
慎
」「
全
」
と
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
明
の
烏
斯
道
の
文
集
で
あ
る
『
春
草
斎
集
』
の
巻
二
、
清
節
先

生
伝
に
、「
先
生
、
諱
は
徳
称
、
字
は
彦
良
、
字
を
以
て
行
わ
る
。
清
節

と
号
す
。
姓
は
桂
氏
。
(中
略
）
宋
の
直
宝
章
閣
学
士
、
諱
万
栄
の
後
な

り
。
通
直
郎
(正
八
品
。
四
庫
全
書
本
は
「
郎
」
を
「
節
」
に
誤
る
。）

臨
安
府
富
陽
県
知
県
康
先マ

マ

、
俊
卿
を
生
む
。
俊
卿
、
与
紹
を
生
む
。
与
紹
、

子
無
し
。
先
生
を
以
て
嗣
と
為
す
。
先
生
は
本
、
富
陽
の
葉
氏
、
賀
州
知

州
、
諱
同
の
子
。
中
書
右
丞
文
簡
公
、
諱
季
の
孫
な
り
。」「（
洪
武
）
十

一
年
(一
三
七
八
）
二
月
、
上
、
先
生
に
謂
い
て
曰
わ
く
、
汝
の
二
子
、

聡
敏
好
学
な
る
を
聞
く
。
宜
し
く
朕
に
見ま

み

え
し
む
べ
し
。
と
。
翌
日
、
遂

に
引
見
す
。
上
、
喜
ぶ
こ
と
甚
し
。
顧
問
を
蒙
る
。
特
に
長
子
の
慎
を
除

し
て
中
書
舎
人
と
為
し
、
次
子
の
全
は
侍
養
す
る
を
許
す
。」「（
洪
武
）

十
三
年
(一
三
八
〇
）、
(中
略
）
吏
部
、
先
生
、
例
と
し
て
三
代
に
推
恩

す
る
を
得
る
を
以
て
、
其
の
祖
の
俊
卿
を
封
じ
て
嘉
議
大
夫
・
両
浙
塩
運

使
と
為
し
、
(中
略
）
父
の
与
紹
に
中
奉
大
夫
・
浙
江
布
政
司
右
参
政
を

関
法
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贈
ら
ん
と
す
。
(中
略
）
上
、
其
の
奏
を
允ゆ

る

す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

桂
彦
良
(一
三
二
二
～
一
三
八
七
）
は
、
洪
武
六
年
(一
三
七
三
）
に

太
子
正
字
、
同
十
一
年
(一
三
七
八
）
に
晋
王
府
右
傳
、
同
十
三
年
(一

三
八
〇
）
に
晋
王
府
左
長
史
に
任
じ
ら
れ
た
。『
明
史
』
巻
一
三
七
に
伝

が
あ
る
。『
名
山
蔵
』
巻
五
十
九
、
臣
林
記
、
桂
彦
良
の
項
に
拠
れ
ば
、

太
祖
が
貪
墨
の
吏
に
死
を
賜
わ
ろ
う
と
し
た
時
、
彦
良
は
、
律
の
規
定
通

り
に
刑
を
科
す
る
よ
う
強
く
諫
め
た
が
、
聴
か
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彦

良
が
も
う
一
度
進
み
出
て
、「
法
律
は
、
皇
帝
陛
下
も
天
下
と
共
に
守
る

べ
き
で
す
。」
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
太
祖
は
頷
い
た
、
と
い
う
。

「
近
歳
、
万
栄
の
裔
孫
の
怡
、
復
た
予
の
嫡
孫
の
淳
と
同
じ
く
進
士
第

に
登
る
。」
と
あ
る
。
清
乾
隆
元
年
重
修
『
浙
江
通
志
』
(中
国
省
志
彙
編

所
収
、
華
文
書
局
）
巻
一
三
一
、
選
挙
、
正
統
十
三
年
(一
四
四
八
）
戊

辰
科
彭
時
榜
の
項
に
、「
慈
谿
の
人
」
で
あ
る
「
桂
怡
」
の
名
が
見
え
る
。

ま
た
、『
姑
蘇
志
』
(景
印
四
庫
全
書
所
収
）
巻
六
、
科
第
表
下
、
進
士
、

正
統
十
三
年
戊
辰
彭
時
榜
、
常
熟
の
段
に
、「
呉
淳
。
厚
伯
。
訥
子マ

マ

。
監

察
御
史
。」
と
あ
る
。
呉
淳
に
つ
い
て
は
、『
呉
都
文
粋
続
集
』
(四
庫
全

書
所
収
）
巻
四
十
四
、
明
故
通
議
大
夫
都
察
院
左
副
都
御
史
思
菴
呉
公
神

道
碑
(徐
有
貞
撰
）
に
、「（
呉
訥
の
）
孫
男
四
。
長
、
淳
。
経
を
公
(呉

訥
を
指
す
。）
よ
り
受
け
、
進
士
に
第
し
、
御
史
と
為
る
。
克よ

く
其
の
風

裁
に
肖に

る
。
不
幸
に
し
て
早
死
す
。
郷
邦
こ
れ
を
惜
し
む
。」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

「
謹
ん
で
備
さ
に
此
の
巻
末
に
書
す
。」
と
あ
る
。
呉
訥
の
こ
の
按
語

は
、
岩
村
藩
刊
本
で
は
本
文
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
呉
訥
の
在
世
中

に
刊
行
さ
れ
た
も
と
の
『
祥
刑
要
覧
』
で
は
、
本
文
の
後
ろ
に
置
か
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
景
泰
辛
未
夏
、
海
虞
の
大
耄
翁
識
す
。」
と
あ
る
。
正
統
七
年
(一

四
四
二
）
壬
戌
に
呉
訥
が
「
祥
刑
要
覧
序
」
を
書
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

景
泰
二
年
(一
四
五
一
）
辛
未
に
至
る
ま
で
『
祥
刑
要
覧
』
が
刊
行
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
次
に
掲
げ
る
『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
の
鄒
亮
の
序
文
か

ら
知
ら
れ
る
。

附
三

『重
刊
祥
刑
要
覧
』
の
鄒
亮
の
序
文

呉
訥
の
按
語
の
次
は
『
祥
刑
要
覧
』
の
本
文
で
あ
る
が
、
本
文
に
入
る

前
に
、
東
洋
文
庫
所
蔵
の
『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
に
附
載
さ
れ
て
い
る
鄒
亮

の
序
文
を
紹
介
し
た
い
。
鄒
亮
の
序
文
は
、
内
容
と
書
か
れ
た
年
と
か
ら

見
て
、
呉
訥
が
編
集
し
た
も
と
の
『
祥
刑
要
覧
』
に
附
載
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。『
重
刊
祥
刑
要
覧
』
は
、
明
の
陳
察
(弘
治

十
五
年
(一
五
〇
二
）
の
進
士
）
が
呉
訥
の
『
祥
刑
要
覧
』
に
自
分
が
集

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
注
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め
た
裁
判
話
を
加
え
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
正
徳
十
五
年
(一
五
二

〇
）
の
陳
察
の
序
が
あ
る
。
鄒
亮
は
、
字
は
克
明
、
南
直
隷
蘇
州
府
長
洲

県
(現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
）
の
人
。
長
洲
県
は
、
呉
訥
の
本
籍
地
で
あ

る
蘇
州
府
常
熟
県
か
ら
約
四
十
キ
ロ
南
に
位
置
す
る
蘇
州
府
城
の
附
郭
県

で
あ
る
。
劉
溥
等
九
人
と
と
も
に
「
景
泰
十
才
子
」
と
称
さ
れ
た
(『
明

史
』
巻
二
八
六
、
文
苑
伝
、
劉
溥
の
項
）。
正
統
年
間
(一
四
三
六
～
一

四
四
九
）
の
初
め
に
吏
部
司
務
に
任
じ
ら
れ
、
つ
い
で
南
京
浙
江
道
監
察

御
史
に
昇
っ
た
(『
呉
中
人
物
志
』
巻
四
）。

【和
訳
】

国
家
の
法
律
と
聖
賢
の
経
伝
と
は
表
裏
一
体
で
す
。
経
伝
、
即
ち
儒
教

の
経
書
及
び
そ
の
注
釈
に
明
る
く
な
い
人
は
、
厳
明
で
慎
重
な
(原
文
。

明
慎
。『
周
易
』
旅
に
「
君
子
以
明
慎
用
刑
。」
と
あ
る
。）
裁
判
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
法
律
に
暗
い
人
は
、
刑
罰
の
軽
重
が
適
切
な
判
決

を
下
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
両
者
は
ど
ち
ら
も
正
し
い
裁
判
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
海
虞
の
呉
公
の
『
祥
刑
要
覧
』
が
作
ら
れ
た

理
由
で
す
。

呉
公
は
、
儒
学
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
推
薦
さ
れ
て
官
途
に
就

き
ま
し
た
。
監
察
御
史
を
拝
命
し
ま
す
と
、
日
頃
、
儒
教
の
経
典
や
歴
史

書
か
ら
裁
判
に
関
係
が
あ
る
文
章
を
拾
い
集
め
、
座
右
に
書
き
置
い
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
朝
晩
、
法
律
の
中
か
ら
、
経
典
や
歴
史
書
の

教
え
と
合
致
す
る
条
文
を
抜
き
出
し
て
、
訓
戒
と
し
て
い
ま
し
た
。
南
京

都
察
院
左
副
都
御
史
に
昇
任
し
た
後
、
退
官
し
て
閑
居
し
な
が
ら
も
、
心

の
中
で
は
世
を
憂
え
る
気
持
ち
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ね
づ
ね
人
に

「
天
地
は
万
物
に
対
し
て
、
春
に
生
ま
れ
さ
せ
、
夏
に
成
長
さ
せ
、
秋
冬

に
な
る
と
厳
し
く
殺
し
枯
ら
す
心
を
持
ち
ま
す
。
こ
れ
は
当
然
の
理
で
す
。

刑
罰
を
司
る
官
吏
は
、
こ
の
理
を
知
ら
ず
、
あ
る
人
は
真
偽
を
究
明
し
な

い
で
酷
刑
を
科
し
、
あ
る
人
は
陰
徳
を
積
む
こ
と
に
務
め
て
悪
人
を
釈
放

し
、
あ
る
人
は
巧
み
に
理
屈
を
こ
ね
て
能
力
を
ひ
け
ら
か
し
、
あ
る
人
は

陰
で
賄
賂
を
受
け
取
っ
て
法
律
を
な
い
が
し
ろ
に
し
ま
す
。
刑
罰
は
天
が

下
す
刑
罰
で
あ
る
こ
と
が
全
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
天
の
理
に
背
く
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
法
律
は
皇
帝
が
定
め
た
法
律
で
あ
る
こ
と
が

全
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
皇
帝
の
法
律
を
枉
げ
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

呉
公
は
、
こ
の
よ
う
な
有
り
様
に
心
を
痛
め
て
、『
棠
陰
比
事
』
の
中

に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
有
能
な
官
吏
が
隠
れ
た
悪
事
を
見
抜
い
た
話
を
若

干
条
選
び
取
っ
て
編
集
し
、
そ
の
巻
頭
に
自
ら
序
文
を
書
き
、
自
宅
に
し

ま
っ
て
お
き
ま
し
た
。
監
察
御
史
の
銭
昕
は
、
呉
公
の
外
孫
で
す
。
こ
れ
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を
閲
読
し
て
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
父
の
公
達
甫
(「
甫
」

は
尊
称
。）
に
、
こ
れ
を
書
き
写
し
て
出
版
し
、
世
の
中
に
広
め
て
く
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
志
を
同
じ
く
す
る
人
と
こ
れ
を
共
有
す
る
た

め
で
す
。

あ
あ
、
聖
人
は
、
天
に
代
わ
っ
て
人
民
を
治
め
ま
す
。
で
す
か
ら
刑
法

を
制
定
し
て
、
人
民
に
道
徳
を
教
え
る
政
治
を
助
け
る
手
段
と
し
ま
す
。

聖
人
が
刑
罰
を
用
い
る
理
由
は
、
や
む
を
得
な
い
か
ら
な
の
で
す
。
そ
も

そ
も
、
凶
事
で
あ
る
刑
罰
を
「
祥
刑
」
即
ち
め
で
た
い
刑
罰
と
称
す
る
の

は
、
刑
罰
の
威
力
で
人
民
が
節
度
を
保
つ
よ
う
に
な
る
(原
文
。
民
協
于

中
。『
尚
書
』
大
禹
謨
に
「
刑
期
于
無
刑
。
民
協
于
中
。」
と
あ
る
。）
の

で
、
喜
び
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
こ
そ
が
「
刑
は
刑
無
き
を
期

す
。」
の
意
味
で
す
。
こ
の
書
物
が
広
ま
り
ま
す
と
、
国
か
ら
給
料
を
も

ら
っ
て
人
民
を
治
め
る
者
は
誰
で
も
、
こ
れ
を
閲
覧
し
て
そ
の
要
点
を
読

み
取
る
な
ら
ば
、
裁
判
を
行
う
際
に
、
罪
人
を
哀
れ
み
な
が
ら
事
実
を
認

定
し
、
慎
重
に
正
し
く
法
律
を
適
用
す
る
(原
文
。
明
慎
用
刑
。『
周
易
』

旅
の
文
言
。）
こ
と
が
必
ず
で
き
ま
す
。
残
酷
で
汚
れ
た
行
為
を
し
た
り
、

そ
の
場
し
の
ぎ
の
命
令
を
下
し
た
り
す
る
こ
と
を
恥
じ
ま
す
。
胥
吏
が
官

僚
の
行
動
に
便
乗
し
て
悪
事
を
行
う
弊
害
を
も
除
き
去
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
本
書
が
持
っ
て
い
る
、
正
し
い
裁
判
を
行
う
の
に
役
立
つ
内
容
が
、

ど
う
し
て
浅
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

呉
公
は
、
名
は
訥
、
字
は
敏
徳
。
行
い
に
す
ぐ
れ
、
ま
つ
り
ご
と
に
長

じ
、
と
り
わ
け
性
理
の
学
に
通
じ
て
い
ま
す
。
著
し
た
書
物
は
す
べ
て
名

分
を
守
る
教
え
に
関
わ
る
も
の
で
す
。
こ
の
書
物
だ
け
が
そ
う
で
あ
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
呉
公
は
、
そ
の
孫
で
あ
る
監
察
御
史
の
淳
に
命
じ
て
、

私
に
本
書
の
後
ろ
に
序
文
を
書
く
よ
う
依
頼
さ
せ
ま
し
た
。
私
は
お
断
わ

り
せ
ず
、
謹
ん
で
本
書
に
つ
い
て
の
あ
ら
ま
し
を
以
上
の
よ
う
に
序
文
に

書
き
ま
し
た
。
時
は
景
泰
二
年
(一
四
五
一
）、
辛
未
の
歳
、
六
月
の
第

一
日
、
監
察
御
史
で
呉
公
と
同
府
の
後
学
で
あ
る
鄒
亮
が
序
文
を
書
き
ま

し
た
。

【原
文
】

国
家
憲
章
与
聖
経
賢
伝
、
相
為
表
裏
。

於
経
伝
者
、
不
能
尽
明
慎

之
道
。
昧
於
憲
章
者
、
不
能
適
軽
重
之
宜
。
二
者
胥
失
之
。
此
海
虞
呉
公

祥
刑
要
覧
之
所
以
作
也
。
公
以
儒
術
起
家
。
初
拝
監
察
御
史
、
嘗
攟
摭
経

典
史
伝
、
書

座
右
。
既
又
夙
夜
紬
繹
法
律
之
相
脗
合
者
、
用
為
箴
規
。

及
陞
左
副
都
御
史
、
致
仕
間
居
、
而
憂
世
之
意
、
不
忘
于
中
。
毎
謂
人
曰
、

天
地
之
於
万
物
、
春
生
夏
長
、
秋
冬
則
有
肅
殺
之
心
。
其
理
当
然
也
。
司

刑
之
吏
、
不
察
乎
此
、
或
不
究
情
偽
而
酷
刑
、
或
務
為
陰
隲
而
縦
悪
、
或

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
注
(三
）

九

(五
二
八
)



巧
矜
智
辯
以
騁
能
、
或
陰
納
苞
苴
而
罔
法
。
殊
不
知
、
刑
乃
天
刑
也
。
天

之
理
、
其
可
悖
歟
。
法
乃
王
法
也
。
又
豈
可
枉
法
乎
哉
。
公
既
加
軫
念
、

爰
擇
棠
陰
比
事
中
所
載
、
能
吏
灼
見
隠
微
者
、
凡
若
干
事
、
彙
粋
成
編
、

自
序
其
首
、
蔵
于
家
。
監
察
御
史
銭
昕
、
公
之
外
孫
也
。
閲
之
有
得
。
遂

請
其
父
公
達
甫
、
録
梓
行
于
世
。
期
与
同
志
共
之
。
於
乎
、
聖
人
代
天
理

物
。
故
制
刑
以
為
弼
教
輔
治
之
具
。
其
所
以
用
之
者
、
蓋
有
不
獲
已
焉
。

夫
以
凶
事
而
謂
之
祥
。
蓋
民
協
于
中
、
則
有
慶
。
斯
乃
刑
期
無
刑
之
意
也
。

是
編
之
行
、
凡
食
禄
治
民
者
、
覧
之
而
得
其
要
、
則
於
断
讞
之
際
、
必
能

哀
矜
折
獄
、
明
慎
用
刑
、
耻
為
苛
墨
之
行
、
姑
息
之
政
。
至
於
胥
吏
夤
縁

為
奸
之
弊
、
亦
可
祛
焉
。
其
有
裨
於
治
道
、
豈
浅
浅
邪
。
公
名
訥
、
字
敏

徳
。
優
於
行
、
長
於
政
事
、
尤
精
性
理
之
学
。
所
著
書
、
皆
有
関
名
教
、

非
独
是
編
而
已
。
公
命
其
孫
監
察
御
史
淳
、
属
筆
序
其
後
。
不
敢
辞
、
謹

序
其
大
略
如
此
。
時
景
泰
二
年
、
歳
在
辛
未
、
六
月
朔
日
。
監
察
御
史
、

後
学
郡
人
、
鄒
亮
序
。

【訓
読
】

国
家
の
憲
章
と
聖
経
賢
伝
と
は
相
い
表
裏
を
為
す
。
経
伝
に

く
ら

き
者

は
明
慎
の
道
を
尽
く
す
能
わ
ず
。
憲
章
に
昧く

ら

き
者
は
軽
重
の
宜
し
き
に
適

う
能
わ
ず
。
二
者
は
胥み

な

、
之
れ
を
失
す
。
此
れ
海
虞
の
呉
公
の
祥
刑
要
覧

の
作
ら
る
る
所
以
な
り
。

公
は
儒
術
を
以
て
起
家
す
。
初
め
監
察
御
史
に
拝
せ
ら
れ
、
嘗つ

ね

に
経
典

史
伝
を
攟
摭
し
、
書
し
て
座
右
に

お

く
。
既
に
又
た
夙
夜
、
法
律
の
相

い
脗
合
す
る
者
を
紬
繹
し
、
用も

っ

て
箴
規
と
為
す
。
左
副
都
御
史
に
陞
る
に

及
び
、
致
仕
間
居
す
る
も
、
憂
世
の
意
、
中
に
忘
れ
ず
。
毎つ

ね

に
人
に
謂
い

て
曰
く
、
天
地
の
万
物
に
於
け
る
は
、
春
に
生
ぜ
し
め
、
夏
に
長
ぜ
し
め
、

秋
冬
な
れ
ば
則
ち
肅
殺
の
心
有
り
。
其
の
理
、
当
に
然
る
べ
き
な
り
。
司

刑
の
吏
、
此
れ
を
察
せ
ず
、
或
い
は
情
偽
を
究
め
ず
し
て
刑
を
酷
に
し
、

或
い
は
務
め
て
陰
隲
を
為
し
て
悪
を
縦は

な

つ
。
或
い
は
巧
み
に
智
辯
を
矜ほ

こ

り

て
以
て
能
を
騁は

せ
、
或
い
は
陰
か
に
苞
苴
を
納
れ
て
法
を
罔な

み
す
。
殊
に

知
ら
ず
、
刑
は
乃
ち
天
刑
な
る
を
。
天
の
理
、
其
れ
悖も

と

る
可
け
ん
や
。
法

は
乃
ち
王
法
な
り
。
又
た
豈
に
法
を
枉
ぐ
る
可
け
ん
や
。
と
。

公
、
既
に
軫
念
を
加
え
、
爰こ

こ

に
棠
陰
比
事
の
中
に
載
す
る
と
こ
ろ
の
、

能
吏
、
隠
微
を
灼
見
す
る
者
、
凡
そ
若
干
事
を
擇
び
、
粋
を
彙あ

つ

め
編
を
成

し
、
自
ら
其
の
首は

じ
め

に
序
し
、
家
に
蔵
す
。
監
察
御
史
の
銭
昕
は
公
の
外

孫
な
り
。
之
れ
を
閲
し
て
得
る
有
り
。
遂
に
其
の
父
の
公
達
甫
に
請
い
て
、

録
梓
し
て
世
に
行
わ
し
む
。
同
志
と
之
れ
を
共
に
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

あ
あ
、
聖
人
、
天
に
代
わ
り
て
物
を
理お

さ

む
。
故
に
刑
を
制
し
て
以
て
教

え
を
弼た

す

け
、
治
を
輔た

す

く
る
の
具
と
為
す
。
其
の
之
れ
を
用
い
る
所
以
の
者
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は
、
蓋
し
已
む
を
獲
ざ
る
有
る
な
り
。
夫
れ
凶
事
を
以
て
之
れ
を
祥
と
謂

う
。
蓋
し
民
、
中
に
協か

な

え
ば
則
ち
慶よ

ろ
こび
有
り
。
斯
れ
乃
ち
刑
は
刑
無
き
を

期
す
る
の
意
な
り
。
是
の
編
の
行
わ
る
る
や
、
凡
そ
禄
を
食は

み
民
を
治
む

る
者
、
之
れ
を
覧
て
其
の
要
を
得
れ
ば
、
則
ち
断
讞
の
際
に
於
い
て
、
必

ず
能
く
哀
矜
し
て
獄
を
折さ

だ

め
、
明
慎
に
刑
を
用
う
。
苛
墨
の
行
い
、
姑
息

の
政
を
為
す
を
耻
ず
。
胥
吏
、
夤
縁
し
て
奸
を
為
す
の
弊
に
至
り
て
も
亦

た
祛は

ら

う
可
き
な
り
。
其
の
、
治
道
に
裨
す
る
有
る
こ
と
豈
に
浅
浅
た
ら
ん

や
。公

は
名
は
訥
、
字
は
敏
徳
。
行
い
に
優
れ
、
政
事
に
長
じ
、
尤
も
性
理

の
学
に
精く

わ

し
。
著
す
と
こ
ろ
の
書
は
皆
、
名
教
に
関
わ
る
有
り
。
独
り
是

の
編
の
み
に
は
非
ず
。
公
、
其
の
孫
の
監
察
御
史
の
淳
に
命
じ
、
筆
を
属

せ
し
め
、
其
の
後
に
序
せ
し
む
。
敢
え
て
辞
せ
ず
、
謹
ん
で
其
の
大
略
を

序
す
る
こ
と
此
く
の
如
し
。
時
は
景
泰
二
年
、
歳
は
辛
未
に
在
り
、
六
月

朔
日
、
監
察
御
史
、
後
学
郡
人
、
鄒
亮
序
す
。

こ
の
鄒
亮
の
序
文
に
拠
れ
ば
、
呉
訥
は
『
祥
刑
要
覧
』
を
完
成
さ
せ
て
、

正
統
七
年
(一
四
四
二
）
八
月
に
序
文
を
書
い
た
が
(本
訳
注
序
文
篇
第

二
節
参
照
。）、
出
版
せ
ず
に
自
宅
に
し
ま
っ
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
呉
訥
の

外
孫
の
銭
昕
が
そ
の
父
親
、
即
ち
呉
訥
の
女
婿
の
銭
公
達
に
頼
ん
で
出
版

し
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
鄒
亮
の
序
文
が
書
か
れ
た
の
が
景
泰
二
年

(一
四
五
一
）
六
月
で
あ
る
か
ら
、『
祥
刑
要
覧
』
が
実
際
に
出
版
さ
れ
た

の
は
そ
れ
以
降
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

「
監
察
御
史
の
銭
昕
は
公
の
外
孫
な
り
。」
と
あ
る
。
銭
昕
は
、『（
弘

治
）
常
熟
県
志
』
(『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
所
収
）
巻
四
に
拠
れ
ば
、
字

は
景
寅
、
正
統
十
年
(一
四
四
五
）
の
進
士
。
監
察
御
史
に
任
じ
ら
れ
、

知
荊
州
府
に
昇
り
、
布
政
司
参
政
、
布
政
使
を
歴
任
し
た
。『
皇
明
世
説

新
語
』
巻
四
、
賞
誉
に
、「
常
熟
の
銭
昕
と
魚
侃
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
清
廉

な
布
政
使
、
知
府
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
銭
昕
に
は
父
親
の
財
産
が

あ
っ
た
。
王
吏
部
(吏
部
尚
書
の
王
翺
）
は
、「
富
み
て
銭
を
愛お

し
ま
ざ

る
は
銭
昕
、
貧
し
く
し
て
銭
を
愛
し
ま
ざ
る
は
魚
侃
。」
と
二
人
を
称
え

た
。
(原
文
。
常
熟
銭
昕
為
方
伯
、
魚
侃
為
郡
守
。
倶
以
廉
聞
。
銭
有
父

産
。
王
吏
部
嘗
称
曰
、
富
不
愛
銭
、
銭
昕
。
貧
不
愛
銭
、
魚
侃
。）」
と
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
銭
昕
の
父
親
は
金
持
ち
で
あ
っ
た
。『
祥
刑
要
覧
』

は
、
編
者
呉
訥
の
女
婿
の
財
力
の
お
か
げ
で
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。

「
其
の
父
の
公
達
甫
」
と
あ
り
、
銭
昕
の
父
、
即
ち
呉
訥
の
女
婿
の
名

が
「
公
達
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
徐
有
貞
撰
「
思
菴
呉
公
神
道
碑
」
(景

印
四
庫
全
書
本
『
呉
都
文
粋
続
集
』
巻
四
十
四
所
収
）
で
は
、「（
呉
訥

呉
訥
撰
・
若
山
拯
訓
読
『
祥
刑
要
覧
』
の
訳
注
(三
）

一
一

(五
二
六
)



の
）
女
子
三
。
長
は
銭
公
建
に
帰と

つ

ぎ
、
次
は
厳
顕
に
帰
ぎ
、
又
た
次
は
俞

昱
に
帰
ぐ
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
銭
昕
の
父
の
名
が
「
公
建
」
と
な
っ

て
い
る
。 関

法
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